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アジア航測株式会社

アジア航測、航空測量業界初の系統用蓄電所事業へ参入

‐北海道「南幌蓄電所」で営業運転をスタート、電力需給安定化に貢献‐ 

アジア航測株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：畠山 仁、以下「当社」）

は、北海道空知郡南幌町で当社初となる系統用蓄電池の「南幌蓄電所」を建設し営業運転

を開始、2025 年 3 月 11 日に開所式を執り行いました。 

写真：左から 菅原章太 ㈱メイプルパワー代表取締役社長、畠山仁 アジア航測㈱代表取締役社長、高橋宏忠 ㈱グロ

ーバルエンジニアリング代表取締役社長 

■系統用蓄電池が求められる背景

日本国内では、2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、太陽光発電や⾵力発電など

の再⽣可能エネルギー（以下「再エネ」）の導入が進んでいます。その⼀⽅で再エネは、

日射量や⾵況といった天候や時間帯により発電量が増減することが主力電源としていく上

での課題となっています。また、電力の安定供給のためには、発電と消費を同時同量に保
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つ必要がありますが、これらの課題に対し、電力の供給と需要のギャップに応じて充電・

放電が可能な系統用蓄電池の活用に期待が高まっています。 

 

■系統用蓄電池の効果 

系統用蓄電池は、大規模な電力網（系統）に直接接続され、電力需要が低い時間帯に蓄

電し、需要が高いピーク時に放電することで、電力の需給バランスを調整する蓄電システ

ムです。このため系統用蓄電池は、太陽光発電や⾵力発電の天候や時間帯による発電量の

変動と電力需要とのギャップを比較的短時間において吸収することから、電力の需給調整

に貢献します。また、系統用蓄電池が電力需要のピーク時に放電できる電源となることか

ら、予備電源にかかるコストの削減も図ることができます。 

これらの系統用蓄電池の特性を⽣かし、卸電力市場、需給調整市場、容量市場といった

各電力市場取引を支えることは、電力の安定利用を進めていく上で今後より重要となりま

す。 

 

■当社が目指す系統用蓄電池事業 

当社は、これまで自治体や企業に向けて脱炭素計画策定や再エネ事業化に関するコンサ

ルティング業務を展開してきました。今後は、この事業を推進していくことにより再エネ

導入時の課題解決の鍵となる系統用蓄電池の導入・運用を支えていくとともに、余剰電力

の活用を含めた実践的かつ有効な電力需給安定化に貢献していくことを目指します。 

 

 

 

当社は、「長期ビジョン 2033」に掲げた「サステナブル経営」と「ビジネスモデルの多様

化」を実現するため、蓄電所事業を新たなビジネスとして位置付け、再エネの導入促進に貢

献していきます。そして今後も、電力レジリエンスの強化とカーボンニュートラルの実現に

向けた取り組みを進め、持続可能な社会の構築に寄与してまいります。 



 
 

■蓄電所の概要 

名称 南幌蓄電所 

所在地 北海道空知郡南幌町字幌向原野 

定格出力 1,524kW 

定格容量 4,064kWh 

運転開始日 2025 年 3 月 1 日 

 

■アジア航測株式会社について 

 1954 年設立。航空測量業界内で唯⼀自社航空機を保有・運航し、最先端の計測技術や AI 

等を活用した解析技術を活かして、国土保全や社会インフラのマネジメント、行政支援サー 

ビス等、空間情報コンサルタントとして幅広く事業を展開しています。地震や豪雨被害等の

大規模災害が発⽣した際にはその強みを⽣かし、迅速に空中写真撮影及び現地調査を行い、

被害状況について独自技術を用いた情報公開や関係機関への情報提供を行っています。

https://www.ajiko.co.jp/ 

 

以 上 

 

【お問い合わせ先】 

 

https://www.ajiko.co.jp/ 

〒215-0004 神奈川県川崎市麻⽣区万福寺 1-2-2 

■報道機関窓口 

経営戦略本部 経営企画部（広報） 

E-mail：aas-prteam@ajiko.co.jp 

■事業に関する問い合わせ先 

事業推進本部 エネルギー事業部 

E-mail：aas-energy@ajiko.co.jp 
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